


































平成 26 年 4 月に開催された「英語教育の在り方に関する有識者会議（第 3回）配付資料 【3－1】小
学校における外国語活動の現状・成果・課題」によると、指導者に関する課題として次のような点が
指摘されている。















外国語研修参加者が全小学校教員の約 16％しかいないという状況は、平成 30・31 年度における、新
学習指導要領完全実施のための移行期間をスムーズに実施する上で大きな課題である。











の公示について（通知）」（文部科学省）平成 29 年 3 月 31 日より抜粋した小学校の標準授業時間数であ
る。
これを実際の週時間数（時間割内の週コマ数）にしてみると、表 3のようになる。3年生の外国語活
動は、週 28 コマのうち 1コマ、4年生の外国語活動は、週 29 コマのうち 1コマ、5、6年生の外国語











都道府県・市町村の外国語研修参加者（延べ） 56,786 人（全小学校教員の約 16％）
外国語（活動）の校内研修実施総数 33,283 回（各校年 1～2回程度）
小学校教員のうち海外留学経験者数 5.5％（その約半分は 1ヶ月以内）









区 分 第 1学年 第 2学年 第 3学年 第 4学年 第 5学年 第 6学年
各 教 科 の
授 業 時 数
国 語 306 315 245 245 175 175
社 会 70 90 100 105
算 数 136 175 175 175 175 175
理 科 90 105 105 105
生 活 102 105
音 楽 68 70 60 60 50 50
図画工作 68 70 60 60 50 50
家 庭 60 55
体 育 102 105 105 105 90 90
外 国 語 70 70
特 別 の 教 科 で あ る 道 徳
の 授 業 時 数 34 35 35 35 35 35
外 国 語 活 動 の 授 業 時 数 35 35
総 合 的 な 学 習 の 時 間
の 授 業 時 数 70 70 70 70
特 別 活 動 の 授 業 時 数 34 35 35 35 35 35
総 授 業 時 数 850 910 980 1015 1015 1015
教科等/学年 1年 2年 3年 4年 5年 6年
国 語 8－9 9 7 7 5 5
社 会 － － 2 2－3 2－3 3
算 数 5 5 5 5 5 5
理 科 － － 2－3 3 3 3
生 活 2－3 3 － － － －
音 楽 1－2 2 1－2 1－2 1－2 1－2
図 画 工 作 1－2 2 1－2 1－2 1－2 1－2
家 庭 － － － － 1－2 1－2
体 育 2－3 3 3 3 2－3 2－3
外 国 語 － － － － 2 2
道 徳 1－2 1 1 1 1 1
外国語（活動） － － 1 1 － －
総合的な学習の時間 － － 2 2 2 2
特別活動（学級活動のみ） 1－2 1 1 1 1 1
表 2 小学校標準授業時間数
① 小学校







































































流れがわかりにくい所もある。特に 5、6年生用のWe Can! 1, 2 の指導案は、3年生から 70 時間の外
国語活動を経たことを前提に作られているため、これまでの教材Hi, friends!に比べると例えば使用さ








また今回対象を Let’s Try! 1,2 としたのは、次のような理由による。
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・文部科学省「英語教育の在り方に関する有識者会議（第 3回）配付資料【3－1】」平成 26 年 4 月
・文部科学省「小学校学習指導要領」平成 29 年 3 月
・文部科学省「中学校学習指導要領」平成 29 年 3 月
・文部科学省「平成 29 年度英語教育実施状況調査」平成 29 年
・文部科学省「学校教育法施行規則の一部を改正する省令の制定並びに幼稚園教育要領の全部を改正する告示、
小学校学習指導要領の全部を改正する告示及び中学校学習指導要領の全部を改正する告示等の公示について
（通知）」平成 29 年 3 月 31 日
・文部科学省「Let’s Try! 1」平成 30 年 3 月
・文部科学省「Let’s Try! 1, teachersguide3_unit1.（指導案 3年生）」平成 30 年 3 月
・高槻市教育委員会「高槻市小学校英語活動モデルプラン」平成 19 年 4 月
・高槻市教育委員会「高槻市小学校外国語活動モデルプラン」平成 22 年 4 月
・小学校英語評価研究会「小学校英語Can-Do 評価尺度活用マニュアル」平成 27 年 2 月
・中西浩一「本校／本市における校内研修の成果と課題」日本児童英語教育学会関西支部春季研究大会 平成
30 年 5 月
・中西浩一「外国語活動・外国語科の授業に関する教員アンケート」平成 30 年 8 月
“A Proposal of a Model Plan to Improve the Difficult Situations
Many Primary School Teachers Currently Face”
NAKANISHI, Koichi
Many teachers in primary schools feel anxious about teaching English under the new Course of
Study starting in 2020. They especially worry about their English competence and teaching skills.
Although Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology has distributed textbooks,
worksheets for children, and guidebooks, digital materials, teaching plans for teachers to all of the
primary schools in the country to prepare for the transitional periods from 2018 to 2019, I sometimes
see some teachers teach in their own way without referring to the guidelines. They say that they are
too busy to read those guidebooks and teaching plans. They also say that they don’t have enough
knowledge and skills to teach English. Actually most of them didn’t learn how to teach English in
primary schools when they were university students. The Education Ministry provided them various
teaching materials but their contents tend to be too much and difficult for ordinary primary school
teachers to use. To deal with this problem and improve the situations, I propose a model plan to teach
English. It’s simple and clear plan, being compared to the Education Ministry’s. So it’s easier for
primary school teachers who have less experience and confidence to teach English. I hope it’ll be
helpful for them.
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